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主  催

「ヒロシマと音楽」委員会

〒7300012広 島市中区上八丁堀 8145F
NPO法人 ANT H roshl‐ na事務局内

TEL(082)502-6304

)、4al hirongakLl@hirongaku com

web httpブ/h rOngaku colln/

■ 財 団 法 人 広 島 市 未 来 都 市 創 造 財 団

広 島 市 文 化 振 興 基 金 助 成 事 業

■公益財 団法人 ヒロシマ平和創造基金

ヒロシマ ピース・ クラ ン ト助成事業

■エネルギア文化・スポーツ財団助成事業

後  援



ご来 場 の皆 さまヘ

「ヒロシマと音楽」委員会が、「ヒロシマ」をテーマとする音楽作品を記録し、データベー

ス化を行う活動を始めて18年 になります。今日もなお、「ヒロシマ」をテーマとする新 し

い作品が生まれ続けています。「ヒロシマ」は時代の変化とともに常に新たなインスピレー

ションを人々に与え、創作させる大きな力を持っているようです。また当委員会は、機会

あること に、様々な企画のもと楽曲の音源化に努め、コンサー トを開催 してまいりました。

本日のコンサー トは「ヒロシマ・音の記 意」シリーズの∨o4で す。「音」の中に眠る

広島の記憶に耳を澄ませたいという願いから始まり、Vo l～ 出会い～,∨o2～繋がり～
,

Vo 3～歩み～,∨ o14～継承～とコンサー トを続けてきました。音楽には無限の可能性と

悦びがあり、絶望的な状況の中にあっても、人を生へと導 く力があるようです。かつて

「 ヒロシマ」を生きた若人と「ヒロシマJを受け継く
・
若人が、音楽を通 して、出会い ,

繋がり,歩み,継承 していく過程を、本日のコンサー トを通 して皆さまに感 じていただけ

ましたら、何よりの喜びです。

本日はご来場いただき、本当にありがとうこさ
'い

ました。

2013年 12月 1日

「ヒロシマと音楽J委員会

委員長 渡部朋子

恣 恣

企 画 に あ た つ て

「 。・ 。やつぱり音が欲 しかつた。優れた歌が欲 しかつた。J

「広島学生音楽連盟」結成時の思いについて、原田雅弘さんが述べた言葉です。被爆の

翌年、荒廃 した広島を復興させたいという思いで集まってきた若者たちにより結成された

「広島学生音楽連盟J。 チャリティー・コンサー トを開き、壊れた校舎やピアノを修理す

る費用に充てていたそうです。けれども、あの日を境に死と向き合い続けていた若者たち

を再び突き動かしたのは、好きな音楽を好きな仲間とともにやりたいという、ただそれだ

けのことだつたのかもしれません。結局、その熱い思いは「ただそれだけ」に終わらず、

多くの人を巻き込みながら戦後の広島に豊かな種を蒔いていきました。

「広島の音楽史」を辿る過程で私たちがみつけたこの「広島学生音楽連盟Jの活動は、

長らくの間、活動に参加 した人々の間でのみ語られる存在で した。歴史に埋もれつつあつ

た若者たちの熱い思いを多くの人に知ってもらうとともに、現在の若者たちが抱く熱い思

いも同時に伝えられたら・・・。これが本日の企画の意図です。通常のコンサー トとは少

し趣が異なりますが、被爆から現在につながる長い歩みをこ自由に感 じていただければ幸

いです。

本日はご来場ありがとうございました。

「ヒロシマと音楽J委員会

企画担当 能登原 由美



PROGRAM

ドキ ュメ ンタ リー映 画上映

「音の言己′鹿 ′つなが り」 (68分 )

出演 :原 田雅弘、千葉佳子、

崇徳高等学校グリークラブ、広島女学院高等学校音楽部、安田女子高等学校音楽部、ほか

監督 。撮影 :青原さとし

企画 :「 ヒロシマと音楽」委員会

製作 :「 ヒロシマと音楽」委員会、NPO法人ANtt Hirosh ma

*** 休貢皇 ***

弦楽演奏 「ラル」」

ゲオルク・フリー ドリヒ。ヘンデル 作曲

合  唱  「菩提樹」 蠍 曲集 《冬の旅》より)

ヴィルヘルム・ミュラー 作詩 /フ ランツ。シューベルト作曲 /近 藤朔風訳

「流浪の民」 (《 3つの詩》より)

エマニュエル・フォン・カイベル作詩 / ロベルト・シューマン作曲 /石 倉小三郎訳

「信 じる」

谷川 俊太郎 作詩 /松 下 耕 作曲

独  Ⅱ昌 「私の愛 しいお父さん」 (ォベラ《ジヤンニ・スキッキ》より)

ジャコモ・プッチーニ作曲

「ある晴れた日に」 (ォベラ《蝶 夫々人》より)

ジャコモ・プッチーニ 作曲

「ヒロシマ、一九四九年八月六日に寄せる歌」

エ ドマン ド・フランデン作詩 /山 田 耕律 作曲 /寿 岳 文章 訳

合  唱 「 ヒロシマ平和都市の歌」

(以上、管弦楽編曲 :原 寛暁)

*16時 30分  終演予定

轟
　
　
一

大木 惇夫 作詩 /山 田 耕作 作曲



ドキュメンタ リー映画 「音の記憶 ・つなが り」製作の経緯

「広島学生音楽連盟」の活動の様子を追ったこの ドキュメンタリー映画は、「ヒロシマと音楽」

委員会が現在も継続 して行っている「広島の音楽史J記録 。編纂のためのインタビュー調査がそも

そもの始まりである。被爆の翌年に合同合唱団を結成 し、学校復旧の資金を得るために郊外の小学

校などでチャリティー・コンサー トを開いていたという話、さらに「一流の音楽を広島に」という

思いから、東京から一流の音楽家を招き、僅かに焼け残った学校講堂などで演奏会を開催 したとい

う話、聞けば聞くほど若者たちの生への情熱を感 じずにはいられなかったが、彼らの活動が関係者

以外にはほとんど知られないままになっていることも、その後すく
・
に知った。当時16～ 18歳たった

彼らはすでに80歳は越えているはず。この記録を関係者の証言をもとに残 していくには今、動かな

ければならない。駆られるようにして映像作家、青原さとし氏に撮影を依頼 し、インタビューを記

録し始めた。2010年のことである。

翌2011年 6月 に行う予定だったコンサー ト「ヒロシマ 。音の記 意 Vo 2～繋がり～Jで は、短編映

像として彼らの活動を紹介 し、市内の高校生による合同合唱団を結成 して当時を振り返るという企

画を進めていた。そのチラシが完成 し、市内施設への発送作業をしている最中に、あの東日本大震

災が起きた。繰り返 し報道されるその映像を見たときに頭に浮かんだのは、合同合唱団に歌っても

らうことになっていた 《土の歌》の歌詞。広島出身の詩人、大木惇夫によって詠まれた反核・平和

を訴えるこの詩を若者に歌ってもらう意味は何なのか ?65年前、荒廃 した故郷を復興させるために

奔走 した若者の思いを未来に伝えるとはどういうことか ?当 時だけを記録するのではなく、現在の

若者の思いやエネルギーも記録にとどめ、さらに、時を超えた若者たちの選遁の場を記録に残 して

おく必要がある。そうした思いが募り始めたのはその頃ではなかつたかと思う。

それから2年、被爆後の、そして今の若者たちの音楽の軌跡を辿ることになった。今夏、ようやく

ドキュメンタリー映画として完成させ、広島市内で一般公開を果たすに至る。何十年か先になって

もこの映画を見た若者がつねに何かを感 じてくれれば 。・・映画を製作 した私たちにとってはそれ

だけでも十分満足である。

2013年 12月 1日

「ヒロシマと音楽J委員会

NPO法人ANtt Hirosh ma



<本 国の演奏曲について>

本日のコンサー トでは、選曲にあたって次のいずれかに当てはまるものであるよう心がけた。つまり、
「ヒロシマ」に関わりのある音楽作品であること、本日上映する映画に関連があること、そして、出演する

高校生たち自らが選んだ曲、である。このうち、「ヒロシマ」に関わりのある作品で、近代日本の洋楽界の

重鎮、山田耕作の手になりながらもほとんど日の目をみることのなかった作品、いずれも1949年 に作曲され
た2つ の作品についてここでは紹介したい。

「ヒロシマ、T九四九年人員大日に寄せる歌■

英国の詩人、エ ドマンド・プランデンによって作詩された。被爆の3年後に広島を訪れたフランデンはその復興の

様子に感銘し、翌年、1949年 8月 6日 のヒロシマ平和祭に寄せる一篇の詩を書いた。山田耕律によって混声合唱曲となっ

た本作は、その平和祭で広島放送合唱団によって披露さllて いる。本日の演奏では、助川敏弥氏により独唱用に編

曲されたものを使用 している。

「ヒロシマ平和都市の歌」

広島市出身の詩人、大木惇夫によって作詩された。「国境の町」の作詩者として知られる大木だが、本日の映画
の中では合同合唱団によって歌われている 《土の歌》の作詩者でもある。「鎮魂歌 御霊よ地下に哭くなかれ」の

詩碑のある平和公園や、晩年にひっそりと暮らした三滝寺なと、広島市内では大木の詩碑を幾つかみることができる。
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乗松 恵美  (ソプラノ)

広島市出身。東京藝術大学音楽学部声楽科ソプラノ専攻卒業。同大学大学院独唱科修了。現在、京都市

立芸術大学大学院音楽研究科博士後期課程在学中。マダム・パタフライ国際コンクール n長崎 優勝。

ひろしまフェニックス賞、広島文化賞新人賞受賞。2009年テグ市 (韓国)国際オベラフェス ティバルに招待

歌手として参加。(財)地域創造公共ホール音楽活 生化支援事業アーティスト。現在、故郷の広島を拠点に、

数多くのオベラや合唱曲ソリスト等、各地で演奏活動を行う。Studo N A丁 より、ファーストソロアルバム

「consolo」 をリリース。日本演奏連盟、日本音楽学会会員。広島文化学園大学講師、エリザベト音楽大学

非常勤講師。ミリオンコンサート協会所属。

広島大学附属高等学校 合唱班

私たち合唱班は、中学生 。高校生一緒に活動しています。年間での発表の機会は、4月 の新入生歓迎会、

6月 の文化祭、8月 の定期演奏会、11月 の合唱フェスティバル、附属小合唱祭などがあります。定期的に、

OBの猪原龍吉先生にもご指導いただいています。ルネサンス期のマドリカルから現代の合唱曲、」POP

なと、いろいろなジャンルの曲に挑戦しています。学年を超えた仲の良さと歌う楽しさを大切に、音楽を

探究しつづけていきたいと思っています。

広島大学附属高等学校 管弦楽班

私たち管弦楽班は吹奏楽から転向して今年で42年 目となります。毎年8月 の定期演奏会を最後にその年

の高校2年生が運営を弓退し、現在は高 1～ 中1の約80名 で活動しています。去る8月 10日 にフェニックス

ホールにて開催した第37固定期演奏会では、「ライオンキングJや難曲「幻想交詈由」なとにチャレンジし、

好評を得ることができました。本日は、ステージキャパの関係でフルオーケストラの土演はできませんが、

高校生を中心とした小編成にて参加させて頂きます。よろしくお願い致しますこ

青原 さとし (監督 )

ドキュメンタリー映像作家。1961年広島生まれ。広島を拠点に地元を中心としたドキュメンタリー映画を次々

に制作している。代表作 :2003年『土徳―焼跡地に生かされて』、2004年『雪国木羽屋根物語』、2006年『望

郷―広瀬小学校原爆犠牲者を探して』、2007年『藝州かやぶさ紀行』、2010年『三百七十五年目の春風』、

2011年『タケヤネの里』『時を鋳込む』、2012年『大遠忌見聞記』、『イトー・ターリパフォーマンス ひとつの

応答in原爆ドーム前』、2013年『御相続』。現在、福島県相双地方を舞台にした『土徳流離』を製作中。



被爆 の翌 年 、広 島 の学 生 た ちが集 ま り合 月合 唱 団 を結 成 した。参 LEIし た の は広 島高 等学校 、
広 島女子 専門 学校 、広 島女学院 専用 学校 、広 島高 等 師範 学校 、広 島高 等工業 学校 、広 島実践 高

等女学校 の生徒 た ち。彼 らは 自らを 「広 島学 生 音楽連 盟 」 と称 し、戦 日オ中 には歌 う こ とので き

な か つた さま ざ まな 音楽 に手 をの ば した。 た とえば、 硫 浪 の民」 や 「野 ば ら」な どの ドイ ツ

歌 曲 は 日常 の レベ ー トリー に、大 きな行 事 にな る とヴ ェ」Lデ ィや ブ ラー ムス の 「レクイエ ム」
な どにt挑戦 した。

だ が それだ けで はな い。彼 らは市内 に残 つた ほたの僅 か な走 物 を使 しヽ、 日本 を使 表 す る音楽

家 を次 々 と招 しヽて コ ンサ ー トを開 催 した。 目的 の一 つ は、学校 の復 興 資金 を集 めるた め、 tう
一 つ は、広 島 を音楽 で元 気 にす るた め。た とえば次 の ような コンサ ー トを企 画す る。

第 1回 四家文子独唱会

昭和21年 10月 28日  広島鉄道局講堂

第 2回  レオニー ド・クロイツァー ピアノリサイタル

昭和21年 11月 2日  実践女学校講堂

第 3回 伊達 トリオ演奏会

昭和21年 11月 24日  広島高等学校請堂

第 4回 山上雅庸 ピアノ リサイタル

昭和21年 12月 15日 場所不明

第 5回 豊増昇 ピアノリサイタル

昭和22年 1月 18日  場所不明

【日時が不明のもの】

・宮原淳子 ピアノリサイタル

広島鉄道局講堂
・柴田睦陸、長門美保による「蝶々夫人」 (コ ンサート形式)

旭劇場
。四家文子独唱会

広島高等学校講堂

儡
噌

贈

焼 けた市内 を文 字通 り東奔 西走 す る彼 らの活 動 は、昭和 25年 3月 、主 要メ ンベ ー の痢 う

広島高等学校の廃校 とともに幕 を閉 じた。

広島学生音楽連盟卒業生送別音楽会 1948年 2月 11日

く写真資料提供 :原田雅弘 >


